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間）は教皇レオ10世（ジョヴァンニ・デ・メディチ）の統治の理想化された表象を、右廊（北東側径間）
は枢機卿ジュリオ・デ・メディチの個人的インプレーザに呼応した「純潔と不可侵性」の表象をなすも
のだとされる。 
 論文の第一章は、ヴィッラ建設の経緯とクロノロジー、および当時のメディチ家をめぐる政治的状況
を的確に要約するとともに、内部装飾に関する先行研究についてまとめ、本論文の研究史上の位置づけ
と問題設定を明確にしている。続く第二章では、中央径間のコスモロジカルな図像体系を先行研究を参
照しつつ吟味し、そこにメディチ家ないしレオ10世を称揚する象徴的要素が巧みに織り込まれている様
相を指摘している。 
 第三章では、左廊の装飾が分析される。筆者は、天井中央のストゥッコ浮彫《ネプトゥヌス》をウェ
ルギリウス『アエネイス』に由来する「クオス・エゴ」の図像と解釈し、15世紀の人文主義者クリスト
ーフォロ・ランディーノの著作『カマルドリ論議』の記述およびレオナルド・ダ・ヴィンチの素描《ネ
プトゥヌス》を比較材料として、この浮彫が善き統治者としてのレオ10世の暗喩である点を明らかにし
ている。さらに、周囲に展開される諸図像が「平和のもとに繁栄するウェヌスとアモルの王国」の主題
を形成していることから、「クオス・エゴ」の図像との意味上の密接な関連性を指摘し、この見解をレオ
10世時代に制作されたタペストリーの図像や、のちのフィレンツェ公国時代にフィレンツェ政庁に描か
れた寓意図像との比較を通じて根拠づける。このように、ロッジャ左廊の図像を、メディチ家に関連し
た15世紀後期から16世紀中期にいたる象徴体系の系譜のなかに的確に位置づける見方は、説得力に富ん
だ新知見として評価できるものである。 
 第四章では、右廊の装飾が分析される。ここで解釈の軸となるのは、天井中央の海のニンフの像と、
リュネット部分に描かれた《洞窟のポリュフェモス》、エクセドラ部分の半円天井に見られるストゥッコ
による連作「ポリュフェモスとガラテア、アキスの物語」である。筆者はこれまで同定のあいまいだっ
た中央のニンフ像をガラテアと特定し、この図像がリュネットおよびエクセドラの装飾主題と密接に呼
応し合っている事実を指摘した。独創的な論旨といえるのは、第一に、これまでの研究者から看過され
てきたルーヴル美術館所蔵の作者不詳の素描を《洞窟のポリュフェモス》の準備素描の模写と位置づけ
ることで詳細な図像分析を可能にした点、第二に、オウィディウス『変身物語』の同時代の版本に添え
られた寓意解釈テクストを論拠として、ガラテアとポリュフェモスの関係性を、ジュリオ・デ・メディ
チのインプレーザである「無垢の白」の概念と結びつけた点である。その結果、右廊の径間全体の装飾
が相互に関連し合いながら明確な意味構造を形成している事実が明らかになった。 
 第五章では、「庭園のロッジャ」を離れ、屋外の庭園に設置された《象の泉》が分析される。この装飾
の図像分析においては、ロッジャ右廊の図像と密接に関係する「無垢の白」のインプレーザが解釈の鍵
をなし、象の伝統的な象徴性である「善き統治者」のイメージと結びつけられている。この泉はこれま
で特に象徴的レベルでの解釈を与えられておらず、筆者の知見は建築内部の図像体系と整合した、新し
い読解として有効性をもっている。 
 以上のように、本論文はヴィッラ・マダマの装飾図像を体系的に読み解いた意欲的な論考であり、多
くの説得的な新知見を含んでいる。この装飾の図像プログラムをこれほど踏み込んで読み解いた研究は
国際的にも過去に例がなく、この点に本論文の最大の意義が認められるであろう。右廊の楕円形メダイ
ヨン画のプログラム上の位置づけ、アトリウム部分のストゥッコ装飾の位置づけなど、本論文で論じき
れなった問題もないわけではなく、これらの点に関しては、今後さらに考察を進めることが望まれるだ
ろう。しかしながら、ロッジャを中心に展開される装飾について15世紀以来のメディチ家の象徴体系に
照らして解釈を深め、その後のマニエリスム時代の多様な装飾事例への展開を展望した論旨は、イタリ
ア・ルネサンス美術研究に新たな知見をもたらした成果として高く評価することができる。 
 
